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活動期間：2022年4月～2023年3月
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１．組織の概要

①事業所名及び代表者名
東北硅砂株式会社
代表取締役 平林 賢次

②所在地
本社工場 山形県北村山郡大石田町大浦字中ヶ袋２６

③環境管理責任者及び担当者連絡先
環境管理責任者 常務取締役工場長 冨樫 義雄
連絡先 電話 0237-35-3626 Fax 0237-35-3637

④事業活動の内容
窯業（ガラスびん）原料・各種建材用硅砂の製造、流動床ボイラー用砂販売

⑤事業の規模
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活動規模 単位 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

総生産量 ｔ 62,726 64,138 57,838 62,435 59,098

売上高 百万円 562 606 540 595 598

従業員 人 22 21 20 22 22



本社工場

・採掘請負会社
・建設土木業者

●コミュニケーション
・地域住民
・NPO法人等
・公的研究機関
・エコアクション２１

顧

客

●建物、装置・機械等
・装置・機械メーカー
・メンテナンス業者
・資材、商社

●廃棄物関連
・廃棄物運搬・処理
業者
・リサイクル業者

●東洋製罐グループ
・東洋製罐ＧＨＤ
・東洋ガラスグループ

・金融機関
・保険会社

●公的機関
・経産省、環境省、他
・山形県
・大石田町役場

販
売
代
理
店

従業員

製品輸送会社

捨石堆積場

原砂輸送会社

図１．利害関係者と活動範囲の詳細（実践が取り組みの対象・活動および環境保全活動で関連のある範囲）

採掘場

●業界団体
・東北鉱業会
・山形県鉱業連合会

2-１対象範囲
① 採掘場 山形県北村山郡大石田町次年子地内
② 捨石堆積場 山形県北村山郡大石田町大浦地内
③ 本社工場 山形県北村山郡大石田町大浦字中ヶ袋２６

２．認証登録の対象範囲及び組織
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２．認証登録の対象範囲及び組織

２-2 環境経営システム組織

役割・責任・権限

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境経営システムの構築

・環境目標の作成および活動計画書の承認

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境管理責任者の任命

・実施体制の構築

・環境経営における課題とチャンスの明確化

環境管理責任者 ・環境経営システムの実施、管理

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・従業員に対する教育訓練の実施

・特定された項目の手順書作成及び運用管理

・特定された緊急事態への対応のための手順書作成

・問題点の発見、是正、予防処置

・活動計画書の作成

・環境関連法規等の取りまとめ表の作成

・環境活動レポートの作成

環境事務局 ・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・「環境関連法規等取りまとめ表」に基づく遵守評価の実施

・環境活動の実績集計

・特定された緊急事態への対応のためのテスト・訓練・記録

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境活動レポートの公開(事務所に備付けと地域事務局への送付)

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加



私たちは、東洋製罐グループの一員として、環境経営を実践します。そのために、環境
保全に取り組み、環境負荷の低減に努め、環境影響の継続的改善を行います。

３．環境経営方針および行動指針

⚫ 環境経営方針

⚫ 環境保全への行動指針

制定日：2023年4月1日
東北硅砂株式会社
代表取締役社長 平林 賢次

私たちは、環境方針に則り、鉱山より採掘した天然硅砂を水洗・乾燥させ、ガラス原料
、建材用、鋳物用、人工芝用、流動床焼却炉用等、各種用途に合わせた砂の製造
販売する事業活動を行う中で、以下の環境管理活動を行います。

1．環境関連法規制や当社が同意したその他の要求事項を順守します。
2．環境目標・活動計画を定め、定期的に見直しを行い、継続的改善に努めます。
3．電力・燃料の使用量の低減に努め、二酸化炭素排出量の削減に努めます。
4．廃棄物の排出量を削減し、分別により再資源化を推進します。
5．環境に配慮した製品の販売に努めます。
6．廃水の水質管理に努めます。
7．地域、社会環境貢献活動に参加します。
8．全従業員にこの環境方針を周知し、環境に優しい会社づくりに努めます。
9．環境への取り組みを環境活動レポートとしてとりまとめ公表します。
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4．環境経営目標
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2．廃棄物の分別を徹底し、埋立廃棄物の削減を図る(基準年…２０１９年度)
    焼却廃棄物量の削減

     　2022年度目標；焼却廃棄物量　１，２５０㎏/年（基準年11％減）

       2025年度中期目標；焼却廃棄物量　１，２２０㎏/年(基準年13％減)

3．水質の管理を徹底する
    廃水の水質基準値を守る

    　 2022年度目標；廃水水質基準　PH５．８～８．６、SS(濁度)１００以下

     　2025年度中期目標；廃水水質基準　PH５．８～８．６、SS(濁度)１００以下

4．環境関連製品を販売促進する(基準年…２０１９年度)

　　 ろ過砂、流動床式焼却炉に対応する製品の販売を維持する

     　① 2022年度目標；ろ過砂、流動床砂出荷先数　１７社/年（基準年１７社）

     　　　2025年度中期目標；ろ過砂、流動床砂出荷先数　１７社/年（基準年１７社）

     　② 2022年度目標；ろ過砂、流動床砂出荷量　１０，５５０ｔ/年（基準年１０，５３８ｔ）

     　    2025年度中期目標；ろ過砂、流動床砂出荷量　１０，５５０ｔ/年（基準年１０，５３８ｔ）

5．地域環境保全活動を実施する
　　 地元地域の環境衛生活動に参加する

　　　　2022年度目標；年２回以上

     　 2025年度中期目標；年２回以上

6．従業員への環境教育を実施する
　　 定期的に環境教育を実施する

　　　　2022年度目標；年９回以上

     　 2025年度中期目標；年９回以上



5．環境活動計画

１．二酸化炭素排出量を削減する
1-1 灯油使用量の削減（原単位の削減）
・保管硅砂水分量の削減の取組み
・ロータリーキルン（焼成炉）の温度管理の徹底
・ロータリーキルン（焼成炉）の断熱管理の徹底

1-2 電力使用量の削減
・電気設備の電力使用量調査
・工場電力のデマンドコントロールシステム管理
・休憩時間の消灯や作業場所以外の消灯等こまめな節電活動

1-3 軽油使用量の削減
・重機・フォークリフトのアイドリング時間の減少
・重機・フォークリフト・社有車の急発進・急加速の禁止

※上記３つのエネルギー使用量に関して生産量を補正した目標値及び管理限界値を設け管理する枠組
みの構築

2．廃棄物の分別を徹底し、埋立処分廃棄物を減少させる
＊埋立廃棄物排出量の削減
・適切な廃棄物分別の周知と徹底
・金属類の分別回収による資源化
・プラスチック・木くずのサーマルリサイクル推進

環境経営目標を設定した6項目について、各項目で下記活動計画を策定し取り組みました。
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5．環境活動計画

3．水質の管理を徹底する
＊廃水の水質基準値を守る
・ポリ塩化アルミニウムの有効投与で水質を管理する
・高分子凝集剤の有効投与で水質を管理する

４．環境関連商品の販売促進
＊ろ過砂、流動床式焼却炉に対応する製品の販売を促進する
・代理店へろ過砂・流動床式焼却炉砂販路拡大の要請

５．地域環境保全活動に参加する
＊地元地域の環境衛生活動に参加する
・地区主催の清掃・美化活動への参加（例.最上川河川敷の清掃、県道清掃、草刈り等）

６．従業員への環境教育を実施する
＊定期的に環境教育を実施する
・環境経営方針、環境経営目標の説明
・環境活動計画の活動内容・実績・結果の説明
・世界・日本の環境情報や東洋製罐グループの環境情報の説明
・外部講師招聘による環境基礎教育の実施
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各項目で基準年度とした中期計画を策定し、単年度毎の目標値を設定して活動を行いました。

⚫ 目標と実績

6．環境活動の実績
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（注）CO2排出量の2022年度評価は目標（生産量に応じて目標値を生産量と燃料使用量の回帰式より補正）との
評価。目標は超えたが管理限界値を超えていない場合は△とした。

2019年度

実績 目標 実績 目標 実績 目標 目標（生産量補正） 実績

1.二酸化炭素排出量を削減
排出量

(ｔ/年)
2,138 2,172 2,001 2,113 2,158 2,110 2,071 2,060 〇

排出量

(ｔ/年)
1,131 1,130 1,092 1,115 1,170 1,125 1,130 1,114 〇

灯油使用量

(L/年)
454,673 454,000 438,687 448,000 470,064 451,968 454,211 447,800 〇

排出量

(ｔ/年)
769 799 689 763 756 754 714 717 △

電力使用量

(kWh/年)
1,301,439 1,340,000 1,156,675 1,282,000 1,267,883 1,265,653 1,198,499 1,202,472 △

排出量

(ｔ/年)
238 243 220 235 232 231 227 229 △

軽油使用量

(L/年)
90,729 92,662 83,888 89,400 88,295 88,171 86,400 87,374 △

2.埋立廃棄物排出量を削減させる
排出量

(ｔ)
1,410 1,880 1,433 1,250 1,030 1,250 700 〇

3.水質管理を徹底する。 PH値､SS値
PH値6.4-7.8

SS値20以下

PH値5.8-8.6

SS値100以下

PH値6.3-7.7

SS値11以下

PH値5.8-8.6

SS値100以下

PH値6.5-7.2

SS値27以下

PH値5.8-8.6

SS値100以下

PH値6.6-7.3

SS値17以下 〇

4.環境関連商品の販売促進

（基準値を2020年度から変更）
販売量 10,538 10,040 10,302 10,550 11,155 10,550 9,374 △

5.地域環境保全活動への参加 実施回数(回) 2 2 3 2 3 2 2 〇

6.従業員環境意識の向上 教育回数(回) 9 9 9 9 9 9 9 〇

※化学物質の使用については、化管法に関わる物質は使用しておりません

2020年度
2022

年度

評価

　1-1灯油使用量の削減

　1-2電力使用量の削減

　1-3軽油使用量の削減

2021年度 2022年度
目標項目 管理項目



● 2022年度の当初目標評価未達成について

6．環境活動の実績
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当初目標に対する未達は環境関連商品の販売促進だけである。

当社は代理店販売のため引き続き代理店に販売強化の協力要請を行って行きま
す。また、来年度稼働のバイオマス発電設備向けの硅砂拡販活動を行っており、
今年度は受注に向けた対応としてサイロ拡張工事を計画しています。

また、当初目標評価は達成していますが、昨年度実施した電力設備の消費電力
量調査及び省エネ診断結果に基づいて今年度は電気設備の省エネを推進する計
画です。



● 環境への負荷チェック

１）2022年度の生産活動におけるマテリアルバランス

6．環境活動の実績

OUTPUTINPUT

本社工場

エネルギー等使用量
⚫ 灯油 448kℓ
• 電力 1,202千kWh
• 軽油 87kℓ
• ＬＰガス 0.03ton
• 上水 463ton
• 地下水 32千ton

大気
⚫ 二酸化炭素 2,060t-CO2

• 硫黄酸化物 1.8ton
• 窒素酸化物 1.2ton

廃棄物
• 埋立 0.7ton
• 再利用 3.4ton
• 有価物 6.1ton

捨石堆積場

採掘
場

原料等投入量
• 原砂 80,178ton

包装資材使用量
• 包材(紙袋、フレコン) 95ton

その他主な物質投入量
• 高分子凝集剤 1.2ton
• ポリ塩化アルミニウム 43.7ton

製品他
⚫ 製品 58,647ton
• 捨石、粘土 13,612ton
• 排水 32千㎥

事業活動

図２．生産活動とマテリアルバランス
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2）エネルギー別二酸化炭素排出量の推移

①エネルギーの使用状況（図３）

2022年度の生産活動におけるエネルギー起源の二酸化炭素排出量は、５４％が
硅砂の乾燥に使用する灯油（燃焼用）で最も多く、次いで電力が３５％となってお
ります。また、この割合は過去10年間を比較しても概ね同比率となっております。

2022年度の排出量は、前年比95.5％と減少しました。2022年度より値上げにより
当社製品価格が上昇した事による乾燥硅砂の販売量減少が要因と考えられます。

②排出量の増加要因（図４）

図３．2022年度二酸化炭素排出量割合 図４．二酸化炭素排出量の推移

※電力事業者排出係数 (2020年度～)東京電力ｶｽﾀﾏｰｻｰﾋﾞｽ：0.596t-CO₂/MWh
14

6．環境活動の実績

1,131 1,092 1,170 1,114 

769 689 756 717 

238 
220 

232 229 
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二
酸
化
炭
素
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出
量
（
ｔ

/年
）

二酸化炭素排出量の推移

灯油 電力 軽油

54 35 

11 

2022年度二酸化炭素排出割合（％）

灯油 電力 軽油



3）廃棄物の排出量の推移

４）水の使用状況

①上水使用量（飲料水等生活用、凍結防止用）
2022年度年間使用量 ： 463㎥
②地下水（伏流水）使用量（砂泥の分離）
2022年度年間推定使用量 ：31,986㎥（硅砂水洗生産量からの推定値）

生産工程

地下水(伏流水)

事務棟一般

浄化槽

本社工場

硅砂の選鉱

雨水（雨水の利用なし） 上水

水質管理
工程

最上川 15

＊2022年度は総廃棄物量は
減少し過去4年間で最も低い値
でした。廃棄物の60％が有価物
(鉄スクラップ、フレコン)であり、再
利用を含めますと93.1％を占め
ております。埋立量は過去4年
度最も低く抑えられています。

6．環境活動の実績

水の使用量の大部分を占める地下水
（伏流水）系統にはメーターが付いて
いない。このため水使用量削減目標を
立てて管理できるほど使用量を正しく
把握する事が出来ないため目標設定
は行っていない。

(㎏)
2022年度 比率

埋立 700 6.9%

再利用 3,399 33.5%

有価物 6,054 59.6%

総排出量 10,153 100%

循環資源化率 93.1% -



6．環境活動の実績

●地区主催の「クリーンアップ作戦」に参加し、隣接している公共道路及び最上川河
川敷の清掃活動や工場周辺の美化活動を行いました。(2022年5/9)

2022年度は、計13回の教育を実施しました。
・環境目標の内容説明と進捗状況・・・4回/年
・東洋製罐グループ、東洋ガラス及び世界・国内の環境
関連情報の伝達等・・・9回/年

②環境教育の実施

・環境情報
・環境事故事例
・法改正情報
etc. 16

①地元地域の環境衛生活動への参加

⚫ 従業員への定期的な環境教育の実施
当社従業員に定期的な環境教育を実施し、環境意識の向上に努めております。
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③緊急事態発生時の対応訓練

6．環境活動の実績

⚫ 全従業員を対象とした緊急時の対応訓練を実施しました。
（2022年10月28日）
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6．環境活動の実績

環境教育の資料（例）



7．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価

当社に関連する法規の遵守状況を「環境関連法規等取りまとめ表」に基づき、1回／年
の頻度で遵守状況のチェックを実施しております。
過去3年間（2020～2022年度）において、法律違反、訴訟はありません。
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法律違反

の有無

訴訟

の有無

苦情等

の有無

鉱山保安法 無 無 無

廃棄物処理法 無 無 無

大気汚染防止法 無 無 無

水質汚濁法 無 無 無

浄化槽法 無 無 無

消防法 無 無 無

家電リサイクル法 無 無 無

自動車リサイクル法 無 無 無

道路交通法 無 無 無

労働安全衛生法 無 無 無

騒音規制法 無

振動規制法 無

フロン排出抑制法 無 無 無

化学物質排出把握管理促進法 該当なし

規制対象地域外

規制対象地域外



8．マネジメントレビュー

1．環境経営方針
特になし

2．環境経営目標
＊2022年度に引き続き環境経営目標の基準年度を2019年度としています。

2022年度の達成状況を考慮した環境経営目標を設定する必要があると考え
ます。

3．環境活動計画
＊前回の審査で水質管理については、日常業務に落としても良いのではないかとの
アドバイスがありましたが、業務に携わっている作業者のモチベーション維持のため
に今年度も目標管理項目として残したいと思います。

＊2023年度はロシア問題を含めた不安定な国際情勢、With コロナ下の世界、
欧米のインフレ問題と言った日本経済に大きな影響を与える要因がまだ継続しており、
ビジネス環境は依然不透明な状況です。
このため「濾過砂、流動床焼却炉に対応する製品の販売」については2022年度に
続き「納入先数の現状確保」にする必要があります。

20



9．２０２3年度の取り組み内容

代表取締役交替により見直しを検討しましたが、環境経営方針の変更は行いません。

①電力消費量の多い設備に対する省エネ対策の実施
②省エネ効果が見込まれる対策の水平展開
③重機・フォークリフト・社有車のアイドリング時間減少、急発進・急加速の禁止
④不在場所の消灯、空調・電気製品の電源停止を徹底。節電シールの貼付で
気付き行動への誘導

⑤両面コピー、縮小コピー、裏紙コピーによるコピー用紙使用数減少の推進
⑥エアコン簡易点検(事務所、重機)の実施

１．環境経営方針

＊今年度目標達成出来た灯油使用量の削減については削減率を大きく、
目標が達成出来なかった軽油使用量の削減率を下げる目標としました。
電気料金の大幅値上げを受けて、電力使用量については目標が達成出来ません
でしたが、重点目標と考え削減率を大きくする目標としました。

３．環境活動計画

２．環境経営目標

４．環境活動計画の具体的行動

＊2023年度も過去の燃料使用量と生産量の関係を調査し、外乱（ばらつき）を
考慮して管理限界値を決めて管理する方法を採用したいと思います。

＊今年度も「ろ過砂、流動床式焼却炉に対応する製品の販売を維持する」とし、現納
入先の出荷先数と現状出荷量を目標値とします。

21



環境経営方針および環境保全への行動指針に基づいた６つの環境経営目標を設定し
活動しております。数値目標に対しては基準年度を設定し、中期目標年度を2025年度と
して目標値を設定しております。各年度毎にＰＤＣＡを回しながら継続的な環境負荷の
低減に取り組んでおります。

22

9．２０２2年度の取り組み内容
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